
奥出雲町における
「高齢者等の安心・安全生活サポート事業」

の取組み

島根県 奥出雲町

総 務 課

高齢者支援への取り組みの背景

地域の課題

高
齢
者
の
安
心
・

安
全
な
生
活

テレビ電話
・表情や状況がわかる
・対面しているような感覚
・タッチパネルで高齢者に
も比較的使いやすい

コールセンター

・高齢者からの問い合わ
せ窓口となり、高齢者の
要望に適切に対応

町内全戸に引き込んだ光ファイバ網を活用し、操作が簡単で高画質・大画面の

多機能テレビ電話を設置するとともに、コールセンターを整備する。従来の地域の

取組みにおいて当該システムが補足的な役割を果たすことにより、既存の地域助

け合いシステムがさらに充実し、日常的な高齢者見守り・健康管理・買物支援はもと

より在宅医療等を含めた、地域ぐるみの高齢者支援体制を構築する。

高齢化
（高齢化率約３６%）

少子化

支え手と高齢者数
の逆転現象

衰え・不安・孤独

マンパワー不足
福祉・医療サービス

の需要拡大

社会保障システムの低下
不安の高まり
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事業の推進体制

奥出雲町地域ＩＣＴ利活用推進協議会（総会）

奥出雲町、自治会長会、奥出雲町議会、教育委員会、雲南医
師会仁多ブロック、町立奥出雲病院、奥出雲町社会福祉協議
会、仁多福祉会、よこた福祉会、三成広域交番、奥出雲消防
署、奥出雲町民生児童委員協議会、奥出雲町商工会、奥出雲
町老人クラブ連合会、JA雲南、雲南保健所、島根県高齢者福
祉課、情報通信協会

見守り部会

奥出雲町（健康福祉課）奥出雲町
社会福祉協議会、三成広域交番、
奥出雲消防署、奥出雲町民生児童
委員協議会、奥出雲町老人クラブ
連合会、JA雲南、島根県高齢者福
祉課、アドバイザー

（高齢者等の安否確認、緊急時対
応、防犯対策、コミュニケーショ
ンネットワーク構築、その他）

生活支援部会

奥出雲町（健康福祉課）奥出雲町
社会福祉協議会、仁多福祉会、よ
こた福祉会、奥出雲町民生児童委
員協議会、奥出雲町商工会、奥出
雲町老人クラブ連合会、JA雲南、

島根県高齢者福祉課、アドバイ
ザー

（日用品宅配、生活交通手段、在
宅介護支援、その他）

ヘルスケア部会

奥出雲町（健康福祉課）、雲南医
師会仁多ブロック、町立奥出雲病
院、仁多福祉会、よこた福祉会、
奥出雲町老人クラブ連合会雲南保
健所、アドバイザー

（健康指導、食事指導、各種相談、
その他）

・事業内容に地域住民等の意向を反映し、また、継続的な運営方策を検討するため、
「奥出雲町地域ＩＣＴ利活用推進協議会」を設立（平成２０年７月）。

・協議会は「総会」と「部会」により構成。総会の下に、「高齢者等見守り部会」、
「高齢者等生活支援部会」、「高齢者等ヘルスケア部会」を設置。

協議会構成組織
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アドバイザー等
島根大学
県内ＩＳＰ事業者

事 業 の 内 容

＜ 高 齢 者 等 ＞

地域見守り ヘルスケア 生活支援 在宅医療支援

老人クラブ
事務局

町外在住家
族

民生委員

警察署
消防署

奥 出 雲 町 光 フ ァ イ バ 網

保健師

医師

管理
栄養士

社会福祉
協議会

商工会
地元商店

保健師

地域包括
支援センター

医療施設

コ ー ル セ ン タ ー

コールセンターや民生委員等
地域のマンパワーが高齢者等
の安否確認や生活相談等を行
う。

テレビ電話に付設された血圧
計等により自己の健康維持・
管理を行う。必要に応じて、生
活改善アドバイスをテレビ電話
により行う。

テレビ電話から商品を選択、
注文できる仕組みを構築し、
コールセンターでの取り次ぎ
も可能とする。また、バスの
時刻表やゴミ収集日、その
他の情報提供を行う。

テレビ電話を利用して健康相
談や緊急時の対応を行うとと
もに、必要に応じて医療機関
等への取次ぎ等を行う。

・
・
・

・
・
・

・
・

・
・
・
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高齢者支援の状況と運用 4

平成２１年１月より運用開始。

テレビ電話は、「７５歳以上の独居世帯」及び「７５歳以上の複数世帯」の高齢者
（要援護者）宅等に約６００台、見守る側として「民生児童委員」「福祉・医療施
設」「公共施設等（役場、消防署、警察）」に約１５０台を設置。

テレビ電話の利用料、通話料は無料。（テレビ電話は無償貸与）

平成２１年度に２００台を追加購入。

新たに、昼間に「独居となる世帯」及び「高齢者のみとなる世帯」に設置を拡大。

“支援”の判断は
民生児童委員に一任

“支援”を必要とする障がい等を抱えている世帯にも設置。

－ 地域ぐるみの高齢者等の支援体制の構築を目指しています －

コールセンター 5

コールセンター

声かけ、安否・健康確認
操作の説明や練習
日常の問題解決への取次ぎ etc

コールセンターの運用
・H21年11月16日～ 町直営運用開始

オペレーター３名体制
・H22年6月1日～

奥出雲町社会福祉協議会へ運用委託
コールセンター管理者１名（社協職員）
オペレーター3名（社協嘱託職員）体制

[ 言葉を聞き取り難い利用者とのコミュニケーション ]
・ 簡単な手話による会話。
・ 紙に文字を書いて、挨拶や健康状態を確認。
・ オペーレータの「口」の動きを見て、利用者の方が言葉を理解される。



6テレビ電話でやっていること

地域見守り
・声かけ、安否体調確認（民生児童委員やコールセンター等から）

・テレビ電話の操作説明や練習（コールセンターから）

・日常の問題解決への取り次ぎ（コールセンターから担当機関へ連絡）

・町外ご家族等との”つながり“「まめな家族サービス」を開始（H22.4月～）

（町外モニター、デジタルフォトフレーム、おはようタッチメール発信サービス）

・緊急通報（３６５日２４時間体制を検討中）・・・今後の課題

ヘルスケア
・血圧の自己管理（グラフ化・月日毎に管理）

・健康相談（コールセンターが受け付け、保健師等が対応）

生活支援

・買い物（約４０店舗が協力。テレビ電話で商品を見ながら、直接商店へ注文。
別料金で配送も。声かけを兼ねた御用聞きを推進）

・バス時刻表、ＪＲ時刻表、ゴミ収集日の確認

その他
・アンケート機能（利用状況アンケート、グループへの連絡・確認）

コールセンターから
民生委員へ利用者宅への訪問依頼

・ 訪問しての安否体調確認
・ テレビ電話の障害対応
・ テレビ電話の操作説明 等々

見守り支援

テレビ電話本体
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民生委員による

安否確認

コールセンターと
民生児童委員
との連携が必要



『まめな家族サービス』 8

http://www.town.okuizumo.shimane.jp/admin/admin/admin040/040/

安否確認「おはようタッチ」 9

平成２２年１月からサービス開始。

現在 高齢者１００件 受信者１７６件が利用。

(H22.9.30現在)

毎朝６時３０分に「おはようタッチ」画面が自動表示

タイトル： 安否確認の連絡 2010/10/06 06:58

本 文：
2010年10月06日 06:58に奥出雲太郎様より
「おはようございます。今朝もテレビ電話にタッチ
したよ。」

※このメールは、安否確認時に送信専用アドレスで
自動送信されております。
このメールに返信されても受信できません。

サービスの使用料は無料。
但し、メール受信者のパケット通信料 約４０
～６０円/月が必要。（受信者負担）

受信者は３名まで
登録可能



「町外モニター」サービス 10

平成２２年４月からサービス開始。

現在 広島市内のご家族５件が利用。

(H22.9.30現在)

自宅でインターネットをご利用であれば、どなた
でも接続し、その日からご両親と顔を見て話が
できます。光回線はもちろん、ＡＤＳＬ環境でも
利用可能。
※利用前の登録作業は奥出雲町が行います。

【デジタルフォトフレーム】
ご両親のテレビ電話が写真立てに大変身！

家族の写真をご両親のテレビ電話に最大
１０枚まで登録できます。
ご自宅のＰＣ又は町外モニター用テレビ
電話から自由に登録、変更ができます。
※ＩＤとパスワードが必要となります。町外で離れて暮らすご家族

向けのサービスです。

11利用者の反応

・高齢者のテレビ電話利用者（６４０世帯）に対して利用状況や満足度等を調査するためアン
ケートを実施（平成２２年１月～３月）。 回答率は約４７％（前回回答率：５５％）

・併せて、利用者を代表して、民生児童委員や高齢者等（数人）、コールセンター職員に対し
て利用状況等についてのヒアリングを実施。

アンケート調査の概要

・テレビ電話を「毎日」又は「ときどき」利用する：５５％ ⇔ 「ほとんど使わない」：４５％

・お友達との会話：５４％、民生児童委員との会話：４１％、コールセンターとの会話：８１％

（「ほとんど使わない」４５％のうち、７５％の利用者がコールセンターとの会話に満足）

・これまで感じていた不安や寂しさが和らいだ：５５％ 「変わらない」：１５％

・顔を見ながらの会話「安心」又は「楽しい」：７１％ 「恥ずかしい」：１２％

・今後も「ぜひ使いたい」、「使ってもよい」：７２％ 「いらない」：６％

ヒアリング調査の概要

・近所のともだちとの連絡に使う ・大雪のときに顔を見て声かけができる

・町外の家族と会話がしたい（顔が見たい） ・町内の友達（友人）と会話がしたい

・玄関口にテレビ電話を設置している ・家の中が写って相手に見える

・顔が映るのが嫌だ、恥ずかしい ・お金を支払うならいらない、使わない

・操作が難しい、使いづらい（文字やボタンが小さい）、機能が多すぎる



奥出雲町高齢者支援体制の将来像

地域包括

支援センター

多機能テレビ電話

高齢者のみ世帯等

消防署

コールセンター

警察署

駐在所

グループホーム

特別養護老人ホーム

老人保健施設

役場

町外在住家族

診療所・病院

民生委員

地元商店

商工会

日用品・食料品宅配
（御用聞きコミュニティ）

生活支援

緊急時駆付け
緊急時対応・相談

救急対応

行政相談

告知放送

DtoD，DtoN

在宅医療、在宅介護

コミュニケーション

心の支え

連携協調

高齢者の支援
支援サービス

連携協調

連携協調

友人・ご近所
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・既存の高齢者支援活動やつながりを基本とし、ＩＣＴによりさらに充実。

・高齢者の希望に応じた、様々な段階の「つながり」をＩＣＴにより作り出し、「いつも
誰かと“つながっている”」と高齢者に感じていただける状態。

・ＩＣＴを使っているという意識や、使いこなすことは求めない。高齢者が可能な範囲で
高齢者支援ネットワークに参加できることが必要。

・
・
・

取組みにおける課題

地域の組織や取組みとの連携
→ なかなかご納得いただけないところも。

役場がやるべきこと。

個別説明や協議会を通じての関係構築。

高齢者のリテラシー
→ わからないから使わない。

使うことがないから使わない。

操作を忘れる。

高齢者が必要としている（受け入れてくれる）サービスとは？
→ 高齢者の要望、考えは様々。

重要なことは、「いつも誰かとつながっている」こと。濃淡は問わない？
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キーパーソンが必要！

ダメなところはダメかも・・・

練習すれば、意外とできる（備忘録は必要）。

「きっかけ」や「使う目的」を作る。

抵抗感を少なくする工夫。

「あるだけで安心」も必要。

高齢者が使いやすいシステムの構築
→ 高齢者の状況は様々。指摘、要望の都度、改修。（まだまだ未完成）

システム開発会社に生の意見を。協議会、分科会の要望をシステムに反映。



14まとめ

「情報通信インフラ」から「生活インフラ」へ

→ 情報通信は距離的・時間的制約を緩和するもの。様々な場面で応用可能。

従来からの地域の活動が基本

→ 人と人とのつながりが一番。デジタルとアナログの共生により一層の効果を

ＩＣＴは補足、ツール

→ 限られた資源を有効活用するための手段にすぎない。福祉分野への活用は１例

住民や地域の取り組みとの連携

→ 利用者や関係者の意見・要望をできるだけ反映。主役は住民 ⇔ 行政の責任は？

自治体と民間企業の協働

→ 「主従」関係から「対等」関係へ。

利活用は気長な取り組み

→ どうしたら定着するのか？中・長期的な計画。継続的な運営を可能に。

ありがとうございました。

「奥出雲町高齢者等の安心・安全生活サポート事業」に関するお問い合わせは、
こちらまでお願いします。

島根県 奥出雲町役場 総務課 （情報通信係）

ＴＥＬ： ０８５４－５４－２５０５
e-mail： somu@town.okuizumo.shimane.jp



奥出雲町ホームページ 16

情報通信
・ 全国民生委員児童委員大会で『テレビ電話』の取組みを紹介
・ 合併５周年記念奥出雲町健康福祉大会でテレビ電話を実演体験！
・ 「島根あいてぃ達者」知事表彰の候補者の募集について
・ 自治体総合フェア2010「奥出雲町テレビ電話」展示
・ 平成22年度 情報通信月間表彰受賞
・ 「デジタルフォトフレーム」サービスの開始について
・ ICTを活用した高齢者向けサービスの効果に関する研究成果
・ テレビ電話を活用したご家族のつながり作り「まめな家族サービス」の開始について
・ 町WEBサイトの写真紹介「船通山のカタクリの群生」（２０１０年春）
・ 奥出雲町テレビ電話県外モニター募集!!
・ テレビ電話：「おはようタッチ」メール発信サービスの開始について
・ 「仁多」・「横田」デジタルテレビ放送局（中継局）の開局について
・ 地上デジタル放送を見るための簡易なチューナー給付などの支援について
・ 地域ICT利活用モデル構築事業成果報告書
・ 元気な地域づくり計画の事後評価結果の公表について
・ 奥出雲町WEBサイトについて
・ プライバシーポリシー
・ 地上デジタル放送（地デジ）の準備はお済みでしょうか?
・ 奥出雲町地域ICT利活用モデル構築事業
・ 奥出雲町地域安心安全情報共有システムについて

http://www.town.okuizumo.shimane.jp/admin/admin/admin040/040/

組織別情報

テレビ電話トップ画面 17



電話をかける

電話帳からワンタッチで電話をかける。

ダイヤルで電話をかけることも可。

18

網掛け部分をタッチすれば
電話をかけることができる

「電話帳」をタッチ
すると・・・

要援護者 情報管理 19

テレビ電話着信と同時に、テレビ電話
発信者の情報がモニターに映し出さ
れる

援護者管理画面



機能選択画面 20

血圧測定

機能選択画面

血圧のグラフ
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血圧のグラフはコール
センターからも見るこ
とが可能



買物支援

機能選択画面

商品一覧
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取扱商品を確認し、テレビ電話を
かけて商品を注文

時 刻 表 23

バス時刻表

JR木次線時刻表



ごみ収集日 24

ごみの分別表示

月別収集日表示

その他の機能 25

災害避難所情報

アンケート調査


